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【要旨】

脂肪移植は再生医療の一つである。脂肪幹細胞は脂肪組織1ccあたり1x103~105個存在する。つま
り脂肪移植と同時に脂肪幹細胞移植も行うのと同等である。脂肪組織は採取が容易であり、つまり
脂肪幹細胞の確保も容易なのである。また脂肪幹細胞培養による幹細胞移植に比べ安価、迅速であ
る。脂肪組織の生着率は脂肪細胞、脂肪幹細胞、成長因子等の相互作用で変動する。特に脂肪細胞
のダメージを最小限にする事である。
[目的]
脂肪組織移植を若返りや豊胸、豊臀、外傷や熱傷後の瘢痕拘縮改善などに行った症例を検討する。

[方法]
腹部や大腿から吸引で脂肪を採取し高性能特殊フィルターバッグ(PureGraft)を使用し純粋な脂肪

組織を収集する。脂肪注入量は部位により１箇所の注入量を0.0２ccから0.3cc程度を細く層を換え
分散注入する。瘢痕組織下に注入する場合は鋭針で瘢痕部をサブシジョンを行ってから注入する。
[結果]
ほとんどの症例で満足な結果であった。豊胸の症例に限って言えば術後ある期間成長する症例が

多くみられる。
[考察]
脂肪移植による抗加齢・美容医療は術後の仕上がりはスカーレスであり、かなり満足度は高い。

生着率については手術手技向上によりほぼ克服している。この術式は結果を客観的に評価でき、今
後さらに期待できる治療法である。
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